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※本装具の使用に際しては必ず取扱説明書をよくお読み下さい。本取扱説明書はお読みになった後も大切に保管して下さい。 

 警告 （この注意事項を守らないと、使用者が重傷を負うおそれがあります） 

本装具は医師の処方のもと、義肢装具士が調整・適合確認しご使用いただく装具です。 

本装具の使用に際しては医師の指示に従い、義肢装具士など医療従事者の十分な指導を受け、正しくご

使用下さい。 

本装具の使用により痛みやしびれ、かぶれ等の異常が生じた場合は使用を中止し、速やかに医師または

義肢装具士に相談し、指示に従って下さい。 

使用期間及び使用状況によって、縫製部分などが破損する場合があります。破損した場合はすぐに使用

を中止して下さい。 

本装具の加工、改造は絶対に行わないで下さい。 

ご本人以外のご使用はお止め下さい。 

 注意 （この注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害のおそれがあります） 

装着前に必ず本体、ベルト等に異常がないか確認して下さい。 

装着の際は、上下、左右、表裏を確認し装着して下さい。 

ベルトは緩まないように装着して下さい。 

使用中にずれ、緩みが生じた場合は必ず正しい位置に装着し直して下さい。 

強くベルトを締めた状態で長時間使用されますと、痛みや血行障害を生じる恐れがあります。 

シリコーンシートは強く引っ張ったり鋭利なものがあたると破損する恐れがあります。 

必ず靴下の上から装着して下さい。 

常に乾燥させてご使用下さい。 

 洗濯について  

中性洗剤で手洗いし、よく水気を切り陰干しして下さい。 

乾燥が不十分な場合、内部の金属が錆びて、衣服を汚染させることがありますのでご注意下さい。 

漂白剤、乾燥機は使用しないで下さい。 

 装着方法（右足の場合） 

本装具の上下、左右、表裏を確認して下さい。 

全てのマジックベルトを外し、装具を広げます。〔①〕 

足首を直角（90°）に保ち、本体後方の穴から踵を十分に出し、しっかり合せます。〔②〕 

前当てを装具の内側にしわにならないように入れ、上３本（１番下の長い弾性ストラップは除く）のマ

ジックベルトを１本ずつ締めていきます。〔③〕 

踵部のマジックベルトを締めます。〔④〕 

１番下の弾性ストラップは、まず足底部に回し１周させ、しっかり固定させます。〔⑤〕 

次に内側上方へしっかりと引き上げ後方に回します。〔⑥〕 
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義肢装具製作所様用 

 調整方法  

 マジックベルト、前当ては適切な長さにカットして下さい。 

 装着の際は、弾性ストラップが踵骨に当たらないように注意して下さい。 

※改良のため予告なく仕様を変更することがあります。 
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 弾性ストラップについて  

まず、足底部に回し前足部を固定します。〔①〕 

次に、②から③の方向に回すことで、足関節を外反位にさせ、内反ストレスを減少させることで、足

部を後方に引き下げ、距骨の前方へのすべりを防止します。 
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